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株式会社モリタ食材開発研究所が食品加工業界に誇れる技術は、単なる既存製品の改良に留まら
ず、**「味の知覚・分析に基づく高度な味質改善技術」と、そこから生まれる「食品の差別化・高付加
価値化を実現する提案力」**に集約されます。具体的には以下の点が挙げられます。

1. 独自の「味質改善」と「嗜好性向上」技術
モリタ食材開発研究所の最も核となる技術は、塩味、酸味、甘味、苦味などの個々の味の偏りを矯正
し、食品全体の味覚バランスを最適化する能力です。これは、単に旨味を加えるといった画一的な方
法ではなく、より繊細で高度なアプローチに基づいています。

 * キョウミロンの技術:
   * 特定の味（塩辛い、酸っぱいなど）の「カド」を取り除き、まろやかで調和の取れた味に仕上げる技
術です。これは、食品が持つ本来の旨味を阻害する要因を取り除き、より自然で洗練された味わいを
引き出すことを可能にします。

   * 感覚的な「美味しい」を科学的に分析し、味覚の「ズレ」を修正することで、消費者が無意識のうち
に感じる違和感を解消し、より高い嗜好性を実現します。

   * この技術は、食品のレシピを根本から変えることなく、少量添加で効果を発揮するため、既存の製
造プロセスへの導入が容易である点も、食品加工業界にとって大きなメリットです。

 * 味譜NO-Gの技術:
   * 化学調味料や食品添加物を一切使用せず、醸造技術を応用することで、自然な形で味質を改善
し、食品に深みと奥行きを与える技術です。

   * これは、消費者の「安心・安全」志向が高まる中で、クリーンラベル（化学的な添加物を避ける傾向）
に対応できる貴重な技術であり、食品メーカーのブランド価値向上に貢献します。

2. 「差別化」と「高付加価値化」を実現する企画提案力
単に技術製品を提供するだけでなく、その技術をどのように活用すればお客様の製品が市場で差別
化され、高付加価値化できるかを具体的に提案できる点が、モリタ食材開発研究所の大きな強みです。

 * 「知恵袋企業」としての機能:
   * 食品メーカーが抱える「もっと美味しくしたい」「他社と違うものを作りたい」「特定の味の課題を解
決したい」といった具体的なニーズに対し、単一の製品ではなく、複合的な技術ソリューションを提供
します。

   * 顧客の課題を深く理解し、その解決策として最適な技術製品の組み合わせや、新たなレシピ開
発まで踏み込んだ提案を行います。これは、長年の経験と幅広い知見に基づいた「勘」と「ノウハウ」
の結晶です。

 * 独創的な製品開発への貢献:
   * 例えば、**「味譜一番（透明醤油風調味料）」**は、アレルゲン対応と食品の色彩を活かすという
二つのニーズに応える画期的な製品です。これは、単なる味付け材ではなく、新しい食品の表現方法
を提案する技術であり、食品加工業界に新たな可能性をもたらします。

   * **「味譜 米一番」**は、米飯の味質を向上させるだけでなく、冷凍解凍後の食感維持や備蓄米の
食味改善といった、現代社会の多様な食の課題に対応する技術です。これは、単に美味しいだけでな
く、機能性や利便性といった付加価値を追求した結果です。

3. 天然甘味料「ステビア」のパイオニアとしての実績と知見
代表取締役が世界で初めてステビア甘味料の開発・企業化に成功したという事実は、モリタ食材開発
研究所が単なる食品素材の販売にとどまらず、基礎研究から応用、そして事業化までを一貫して手掛
けられる高度な技術力と先見性を持っていることを証明しています。

 * この経験は、新しい素材の可能性を見出し、それを食品に応用するプロセスにおいて、他社にはな
い深い知見とノウハウを提供できる基盤となっています。

 * 天然甘味料に対する深い理解は、健康志向が高まる現代において、より自然で安全な甘味の提供
を求める食品メーカーにとって非常に価値のある情報源となります。

4. 知的財産戦略への貢献
単なる製品開発だけでなく、開発した技術や製品の知的財産権（商標権など）の取得支援や、その活



用方法に関する助言まで行える点は、食品加工業界の企業が自社の競争力を高める上で非常に重
要です。

 * 技術的な優位性を法的に保護し、事業の差別化を長期的に維持するための戦略をサポートするこ
とで、顧客企業の持続的な成長に貢献しています。
これらの技術は、単に味を「良くする」だけでなく、「課題を解決し、新たな価値を創造する」という点で、
食品加工業界に真に誇れる技術であると言えます。

モリタ食材開発研究所は、これらの技術と提案力を通じて、食品メーカーが直面する多様な課題を解
決し、より魅力的で競争力のある製品開発を支援する、まさに「知恵袋」としての存在価値を発揮しい
ます。

●このページでは、モリタ食材開発研究所に関する主な生成AI（Gemini）の回答情報を、読みやすさを
考慮し、当社のウェブサイトの書式に合わせて掲載しております。

生成AIが生成する情報は、その性質上、内容の正確性や完全性を当社が保証するものではありま
せん。
あくまで「参考情報」としてご覧いただき、当社の理解を深めていただくための一助としてご活用くだ
さい。

 
webサイトのトップページへ

http://www.ajizukuri.co.jp

